
＜被害状況＞（平成28年4月18日現在） 

◆死者：3,866人 
（うち､震災関連死※ 2,038人) 

◆行方不明者：3人 
 
 
 
 
 

 

           平成28年3月現在の避難者数は9万7,333人（県内約5万4千人、県外約4万3千人）。   避難等の状況 

※震災関連死とは、地震などの直接的な被害によるも
のではなく、その後の避難生活での体調悪化や過労
など間接的な原因で死亡すること。 

方部 発生見込量 仮置場搬入量 処理・処分量 
浜通り 2,925 2,602（ 89.0％) 2,079（ 71.1％) 
中通り 1,056 1,042（ 98.7％) 1,040（ 98.6％) 
会 津 19 19（100.0％) 19（100.0％) 

合計 4,000 3,663（ 91.6％) 3,138（ 78.5％) 

＜災害廃棄物の処理状況＞(平成28年1月末現在) （単位：千トン） 

震度６強 

震度６弱 

震度５強 

震度４以下 

震度５弱 

＜震度分布図＞ 

           死者3,866人。浜通りを中心に甚大な被害。内陸部も倒壊家屋多数。 地震・津波被害 

【出典】 福島県の推計人口（福島県現住人口調査月報） 

＜福島県の人口推移＞ 

＜復興庁・県・市町村による住民意向調査の結果（帰還意向）＞ 

浜通り 中通り 会津地方 
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＜家屋被害の状況＞（平成28年4月18日現在） 

◆全壊:15,171棟 
◆半壊:79,037棟 

浪江町請戸地区 

世帯数 
(単位：世帯) 

人口 

男性 女性 

H23.3.1 721,535 2,024,401 982,427 1,041,974 

H28.3.1 738,064 1,908,877 943,231 965,646 

増減 16,529 ▲ 115,524 ▲ 39,196 ▲ 76,328 

＜子ども（１８歳未満）の避難状況＞ 
H24.10. 1 H27.10.1 増減数 

18歳未満避難者数 30,968 22,660 ▲8,308 

県 
内 

避難元市町村内 3,307 2,716 ▲591 

避難元市町村外 10,691 9,387 ▲1,304 

県外 16,970 10,557 ▲6,413 

(単位：人） 

 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
  

 
  

＜避難者数の推移＞ 県内避難者 県外避難者 

【出典】福島県災害対策本部 公表資料 

（単位：人） 

    【出典】福島県一般廃棄物課調べ 

【出典】福島県こども・青少年政策課調べ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

飯舘村 

川俣町 

広野町 
20km 

田村市 

葛尾村 

楢葉町 
 

原子力災害に伴う避難指示区域等  

南相馬市 
 

浪江町 

双葉町 

大熊町 

富岡町 

いわき市 

 
 

 

 
 

  
 

       

 
 

         

福島 
第二原発 

福島 
第一原発 

2014年4月1日 

田村市都路地区 

避難指示解除 

2015年9月5日 

楢葉町 

避難指示解除 

避難指示解除準備区 

域の避難指示を解除 

(    →      ） 

居住制限区域は、避 

難指示解除準備区 

域に再編  (     →    ）   川内村 

2014年10月1日 

川内村 

 

帰還困難区域 

居住制限区域 

避難指示解除
準備区域 

平成28年4月20日 

（単位：人） 

※調査年度  H27年度（田村市、川俣町、浪江町、富岡町、大熊町、川内村、飯舘村、双葉町、楢葉町）、 
         H25年度（南相馬市、葛尾村） 
           



          原発避難者向け復興公営住宅を4,890戸整備予定。 住環境整備 

いわき市 １,７６８戸 
１,５１３戸 

福島第１原発 

楢葉町 １４１戸 

９２７戸 
３５０戸 

鏡石町 ２４戸 

須賀川市 １００戸 

４７５戸 

１３４戸 

下記の他、川俣町、大玉村、本宮市 
       三春町、川内村、田村市で 

５０８戸 

矢吹町 
 

５２戸 

桑折町 
 
 

２２戸 
６４戸 

二本松市 ３４６戸 

１２９戸 

３９８戸 

＜復興公営住宅等の整備計画＞ ※数字は整備予定戸数 

        県内の空間放射線量は低下傾向。住宅除染は着実に前進。 除 染 

区分 整備予定 完成 

地震・津波 
被災者向け 

１１市町で 
合計２,８０７戸を整備予定 

 
２，６００戸 

 

原発避難者 
向け 

 県が主体となり全体で 
 ４,８９０戸を整備予定 

 
１，１６７戸 

 

   平成23年4月12日～16日 

＜市町村除染地域における除染の実施状況＞ 

          将来にわたり県民の健康調査を実施。甲状腺検査はH25年度までに先行検査(1次検査）を終了。 健康調査 

震災時18歳以下等の子ども約38万人を対象 
 →約30万人が受診 （平成27年12月末現在）  

＜甲状腺検査＞ ＜内部被ばく検査＞ 

預託実効線量※ 

1mSv 
未満 282,200 

1mSv 14 

2mSv 10 

3mSv 2 

※概ね一生涯に体内から受けると思われる内部被ばく量 

ホールボディカウンター 
を用いた内部被ばく検査 

県実施分の累計検査人数  282,226人 

  （平成27年12月末時点） 

地震 
原発 

（H27.2月末時点） 

※ 帰還困難区域で走行サーベイを実施。 
 
 
 
 
 

 白河市 １６戸 
４０戸 

５８戸 
６２戸 

広野町 

５７０戸 

※下図は２ＬＤＫタイプ 

手すり 
玄関、廊下、トイレ、
風呂場に設置 

ト
イ
レ 

★ 

★ 

★ 

★ 

段差なし（全住戸） 

★非常用 
    ボタン 

介助スペースを確保
（２方向進入可） 

（103戸完成） 

（398戸完成） 

（●350戸完成） 

（●48戸完成） 

（●1,513戸■317戸完成） 

（89戸完成） 

（129戸完成） 

（490戸完成） 

新地町 

相馬市 

南相馬市 

福島市 

郡山市 

会津若松市 

甲状腺検査 

判定結果 判定内容 
先行検査 本格検査 

人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％） 

 Ａ判定 
Ａ１  結節や嚢胞なし 154,606 

99.2  
89,565 

99.2  
Ａ２  5.0mm以下の結節や20.0mm以下の嚢胞 143,576 128,704 

 Ｂ判定  5.1mm以上の結節や20.1mm以上の嚢胞 2,293 0.8  1,819 0.8  

 Ｃ判定  直ちに二次検査を要するもの 1 0.0  0 0.0  

  

※先行検査：平成23～平成25年度、 本格検査：平成26年度～ 

（人） 

のう 

のう 

のう 

（平成23年6月～平成28年2月） 

公共施設等（施設数） 住宅（戸数） 

（24戸完成） 

（100戸完成） 

（●16戸完成） 

（●22戸 ■25戸完成） 

（117戸完成） 

＜復興公営住宅等の整備状況＞ 
  （H28年3月31日現在） 

平成27年5月13日～6月10日 

 

   
 
 

    

（18戸完成） 

福島市の例 

（8戸完成） 



＜企業立地の状況＞ 

          企業立地補助金による支援等で工場の新増設が増加！ 産業振興 

ふくしま産業復興企業立地補助金 ４４６社を指定 

5,305人の 
雇用創出見込み 

（平成27年12月現在） 

＜指定を受けた主な業種＞ 

 ・輸送用機械関連 
 ・半導体関連 
 ・医療福祉機器関連 
 ・再エネ関連 等 

福島県内の工場［敷地面積1,000㎡以上］ 
新・増設状況 

          平成２８年４月～６月より『「福が満開、福のしま。」福島県観光キャンペーン2016（アフターＤＣ）』を開催中！ 観光再生 

 
 

 

   
 

 
 
                                                             

ふくしまＤＣ 

ふくしまアフターＤＣ 

ふくしまプレＤＣ 

＜観光客中心の施設における実宿泊者数（人泊）の推移＞   ＜福島県観光客入込と教育旅行の状況＞ 
実宿泊者数についてH22年同月と比較 

災害復旧 
（平成28年3月31日現在） ＜公共土木施設等災害復旧工事の進捗＞ 

              復旧工事は95%着手、全体の83%が完了！ インフラ復旧 

 0%                               100% 

区域  
査定 

決定数 
（箇所数）  

着工件数  完了件数  

  着工率 
（％）    完了率 

（％）  

避難指示 
区域内 348 264 76% 193 55% 

中通り    534件 

浜通り 1,566件 

 会 津     26件 

完了 ７７％（1,203件） 

完了１００％（534件） 

完了１００％（26件） 

施工中16％（253件） 未着工7％（110件） 

 避難指示解除準備区域及び居住制限区域は、既に災害査定が終了して
います。帰還困難区域では、国が行う除染などと調整を図りながら進めて
いく予定です。 

【参考】避難指示区域内の進捗状況 

                                                                                                                   

査定決定数 

地域別進捗状況 
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【出典】観光庁  宿泊旅行統計調査、福島県観光交流局 ・福島県観光物産交流協会 
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観光客入込 

 （千人：観光客入込）                                      （人泊：教育旅行）   

教育旅行 

    H21年度  H22年度  H23年度  H24年度  H25年度   H26年度 
H21年    H22年    H23年   H24年    H25年    H26年 

（H21年度対比） 
    49.4% 
 

（Ｈ22年対比） 
    82.0% 
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全国新酒鑑評会で金賞受賞数が３年連続日本一になった福島県の酒蔵等をまわる食めぐりや、
花めぐり、湯めぐりといった周遊企画の実施など、継続した観光誘客の促進につなげていきます。 

アフターDCオープニングセレモニーの様子（H28.4.2） 



          コメの全量全袋検査や県産農林水産物のモニタリング等を通じて安全・安心な農林水産物を提供！ 農業再生 

福島県企画調整部 復興・総合計画課 〒960-8670 福島市杉妻町２番１６号  Tel  024-521-7109 ／  E-mail sougoukeikaku@pref.fukushima.lg.jp お問合せ 

＜農業産出額の推移＞ 

＜ もも と 肉用牛 の価格推移＞ （単位：円/㎏） 

   
   

   
   

   
   

 検査結果をＨＰ等で公表。基準値超過は流通させない！ 

農地の除染 検査機器の導入推進 

 

 

 

【出典】東京都中央卸売市場ホームページ市場統計情報  

【出典】農林水産省 生産農業所得統計より作成 

県内全域の全ての米袋を検査 ［米の全量全袋検査］  

ベルトコンベア式検査機 

１袋づつ検査 【玄米】 

【精米】 

         復興の推進力となる研究開発・産業創出拠点を各地に整備！ 拠点整備 

 

独立行政法人産業技術総合研究所が、再生
可能エネルギーの研究開発拠点を整備。

場所 郡山市（郡山西部第二工業団地）

完成 平成26年4月1日開所

郡山市

イメージ

提供：（独）産業技術総合研究所

医療機器の開発から事業化まで 
の一体的な支援を行うため、大動 
物を活用した安全性評価や医療 
従事者の機器操作トレーニング等 
を実施する拠点を整備。 

場所 郡山市（旧農業試験場跡地） 

完成 平成28年秋の開所を目指す 

提供：（国研）産業技術総合研究所 

郡山市 

単位：億円 

。 

福島県を代表する農畜産物 

  
 
 

 

  
 

独立行政法人産業技術総合研究所が、再生
可能エネルギーの研究開発拠点を整備 

 郡山市（郡山西部第二工業団地） 
 平成26年4月1日開所 

 避難地域等の営農再開、農業再生に向けた  
 調査研究のための拠点を整備。 

 南相馬市（旧萱浜ニュースポーツ広場） 

 平成28年3月25日開所 

 
 

 

 

  

場所 

完成 

 

 

場所 

完成 

 

 

 
 

県産農林水産物のＰＲ 

Web 

 

※「玄米」のみ全量全袋検査結果（平成27年8月～平成28年3月） 

 

＜県産農林水産物のモニタリング状況(H27.4～Ｈ28.3)＞ 

国立研究開発法人産業技術総合研究所が、再

生可能エネルギーの研究開発拠点を整備。 
スマートシステム研究棟が平成28年4月1日に開

所。 

場所 郡山市（郡山西部第二工業団地） 

完成 平成26年4月1日開所 

 

 

  

  

    

 
 

  
 

 

event 

会津若松市 提供：会津大学 

ＩＣＴを利活用した地域産業振興を担う企業の
集積や人材育成に取り組むとともに、先端ＩＣＴ
研究を推進し、新たなＩＣＴ産業を創出するため
の研究開発拠点を整備。 

場所 会津若松市（会津大学） 

完成 平成27年10月1日供用開始 

浮体式洋上風力発電システムの安全性、信頼
性、経済性を検証。研究開発等の拠点を形成し、
風力発電関連産業の集積を目指す。 

場所 広野・楢葉沖 

完成 

[第一期] 2メガワット風車 
平成25年11月11日より運転開始 
[第二期] 7メガワット風車 
       (全高約200m)   
平成27年12月26日より運転開始 

･5メガワット浮体式風車を整備予定 

広野・楢葉沖 提供：福島洋上風力コンソーシアム 

イメージ 

※ 項目毎の四捨五入により年計と年の各項目の総和は一致しない。 
※ 米について、Ｈ２４年以降、作付面積、収穫量とも増加傾向にあるものの、Ｈ２６年は 
  全国的に米価が大きく下落し、本県の米の産出額も大幅に減少した。 

※ 

医療界と産業界の橋渡し役として、橋渡し役とし

て、がんを中心とした新規治療薬・診断薬・検査

試薬などの創薬拠点を整備。 

場所 福島市（県立医科大学） 

完成 平成28年秋の開所を目指す 

イメージ 福島市 

 

 

 

 

 

  

平成28年4月5日開所 

環境創造センター（三春町） 

平成27年11月16日開所 

研究棟 

野生生物共生センター（大玉村） 環境放射線センター（南相馬市） 猪苗代水環境センター（猪苗代町） 

平成28年4月27日開所予定 平成28年4月15日開所 

本館 交流棟「コミュタン」 

平成27年10月27日開所 

展示室イメージ 
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